
Ⅱ 現状分析 



7,817  

9,957  

9,377  

6,996  

6,707  

7,491  

11,009  

10,180  

4,248  

6,948  

5,148  

6,344  

6,106  

7,393  

7,154  

11,854  

7,057  

7,615  

8,197  

9,281  

福岡市 

北九州市 

広島市 

岡山市 

神戸市 

堺市 

京都市 

名古屋市 

浜松市 

静岡市 

新潟市 

相模原市 

川崎市 

横浜市 

千葉市 

さいたま市 

仙台市 

札幌市 

大阪市 

647  

524  

458  

351  

323  

365  

420  

564  

258  

347  

284  

306  

222  

237  

244  

393  

256  

366  

347  

769  

福岡市 

北九州市 

広島市 

岡山市 

神戸市 

堺市 

京都市 

名古屋市 

浜松市 

静岡市 

新潟市 

相模原市 

川崎市 

横浜市 

千葉市 

さいたま市 

仙台市 

札幌市 

大阪市 

558  

644  

663  

519  

647  

731  

705  

487  

774  

677  

848  

771  

754  

747  

707  

744  

725  

717  

720  

589  

福岡市 

北九州市 

広島市 

岡山市 

神戸市 

堺市 

京都市 

名古屋市 

浜松市 

静岡市 

新潟市 

相模原市 

川崎市 

横浜市 

千葉市 

さいたま市 

仙台市 

札幌市 

大阪市 

Ⅱ－１ 政令指定都市のごみ量比較（2009年度実績） 
 大阪市では、事業系ごみの占める割合が高いため、常住人口１人１日あたりのごみ量は他都市と比べて多いが、家庭系ごみでは、平均を下回っている。 
 また、事業系ごみについても、１事業所１日あたりで比較すると、それほど突出したレベルにはない。 

ごみ総量 
常住人口１人１日あたり 

家庭系ごみ 
常住人口１人１日あたり 

事業系ごみ 
常住人口１人１日あたり 

事業系ごみ 
１事業所１日あたり 

事業系ごみ 
昼間人口１人１日あたり 

平均 693 平均 370 平均 7,845 平均 357 

大阪市 
100万トン 
達成時(想定) 

〔単位：ｇ／人（事業所）・日〕 

【参考】①2009年度ごみ処理量：118万ﾄﾝ〔生活系ごみ量：47万ﾄﾝ（環境系ごみ含む）・事業系ごみ量：71万ﾄﾝ〕 
    ②大阪市100万ﾄﾝ達成時のごみ処理量（想定）：98万ﾄﾝ〔生活系ごみ量：38万ﾄﾝ（環境系ごみ含む）・事業系ごみ量：60万ﾄﾝ〕 
 

 ※出典 「人口」「ごみ量」 ⇒ 環境省廃棄物処理技術情報 「一般廃棄物処理実態調査結果（2009年度）」 
      「事業所数」 ⇒ 総務省統計局 「2009年経済センサス-基礎調査」  「昼間人口」 ⇒ 総務省統計局 「2005年国勢調査」 
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平均 1,063 
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1991年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 

環境系ごみ 

事業系ごみ 

家庭系ごみ 
217  

155  
148  

135  

118  115  

（単位:万トン） 
■大阪市（▲47%） 

資料：大阪市環境局調べ 

注：各数値は四捨五入しているため合計があわない場合があります 

93  

65  63  62  61  60  

67  

38  36  33  32  31  

2001年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 

事業系ごみ 

家庭系ごみ 
161  

103  99  95  93  91  

（単位:万トン） 
■横浜市（▲43%） 

73  

46  45  44  43  42  

26  

24  23  22  20  20  

1998年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 

事業系ごみ 

家庭系ごみ 100  

71  68  66  63  62  

（単位:万トン） 
■名古屋市（▲38%） 

 Ⅱ－２  ごみ減量の推進（他都市比較） 

横浜市・名古屋市・大阪市のいずれもピーク時と比較して、４割前後ごみを減らしている。 
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